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文献 [3]に基づいてかくかくしかじかの問題について述べる．

定義 1. −1 ≤ x ≤ 1 のとき sin θ = x,−π/2 ≤ θ ≤ π/2 を満たす θ がただ一つ存在する．この θ を用いて

arcsinx = θ と定義する．

定理 2. 常微分方程式の初期値問題はうまくとける．

定理 3. 直角三角形の斜辺の長さを cとし，他の 2辺の長さを a, bとすると

a2 + b2 = c2. (1)

が成り立つ.

Proof. (1) を証明するには適当な図を書けばよい．ラベル label による相互参照の機能を使えば，引用した式

の番号を手作業で入力しなくてもよい．もし式が増えて番号がずれても，コンピュータが調整してくれる．た

だし，番号がずれるときは２回以上コンパイルしなければならない．

長い式は例えば次のように書く．
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dθ = 2π(4− 2a).

ソースコードは適度に改行や空白を入れて読みやすくする．

定理 3はすごいなあ．ここでもラベルによる相互参照を利用した．

命題 4. 命題の内容を書く．
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−2 はすべて同じ意味．(別行立てでな

く) 文中で使うのならば後の二つがきれいだと思う．分子と分母が長い分数は (a+ b+ c)/(x+ y + z) のよう

にすればよい．

例 5. 例を書く

注意 6. ファイル名を変えて他人のものと区別がつくようにしてください．

下に参考文献の書き方の例を示す．論文と本で書き方が違う．[3]は論文，[2], [1]は本である．参考文献の

書き方の作法は一通りではなく，手持ちの教科書を参考にしてもよい．文献は適切に引用しなければならな

い．それを怠ると，他人がやったことを自分がやったように偽ることになる．

下に参考文献の書き方の例を示す．2つは本で 3つ目は論文である．
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